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歳　入
261億
7,730万円

自
主
財
源

（
56
・
９
％
）

依
存
財
源

（
43
・
１
％
）

→
その他
8億7,203万円（3.3％）
　対前年度　2.2％ →

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、日
ご
ろ
、

市
政
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

市
の
平
成
28
年
度
予
算
の
詳
細
は
、

こ
の
紙
面
の
内
容
ど
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
私
の
思
い
の
一
端
を
申

し
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
第
４
次
総
合
計
画

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
、
と
い
う

重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
第
１
期
基
本
計
画
を
着
実

に
実
行
す
る
た
め
に
も
、
事
業
費

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
と
い

た
し
ま
し
た
。
特
に
重
要
な
３
つ

ま
ち
づ
く
り
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト

�

長
岡
京
市
長　
中
小
路 

健
吾

（＊）市税の内訳

＊表の△は、マイナスを表しています。

歳　
入

その他
4億4,100万円（1.7％）
　対前年度　22.8％ →

市税（＊）
127億8,318万円
 （48.8％）
　対前年度 ５％→

分担金及び負担金
4億7,256万円（1.8％）
　対前年度　5.5％

→

地方消費税交付金
14億5,000万円（5.5％）
　対前年度　9.7％ →

→

国庫支出金
39億3,020万円（15.0％）
　対前年度　5.3％

→

市債
21億3,910万円（8.2％）
　対前年度　35.4％

→

　
今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
、2
６
１
億
７
７
３
０
万
円
。

前
年
度
と
比
べ
て
約
８
億
90
万
円

（
３・
０
％
）減
少
し
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
事
業
を
一
か
ら
見
直
し
、

視
野
を
広
く
し
な
が
ら
重
点
施
策

へ
優
先
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
財
政
課 

財
政
係

　
☎
9
5
5・9
5
4
1

　
FAX
9
5
1・5
4
1
0

歳
入

▽
市
税
の
う
ち
「
法
人
市
民
税
」
は

３
億
５
７
７
３
万
円（
33
・
５
％
）

区　分 28年度 昨年度からの増減
市
民
税

個人 49億5,197万円 9,944万円 2.0％
法人 14億2,712万円 3億5,773万円 33.5％
計 63億7,909万円 ４億5,717万円 7.7％

固定資産税 49億8,450万円 1億3,013万円 2.7％
軽自動車税 8,290万円 1,079万円 15％
市たばこ税 3億7,570万円 △370万円 △1.0％
都市計画税 9億6,099万円 1,296万円 1.4％

合　計 127億8,318万円 6億735万円 5.0％

第
４
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。

「
住
み
た
い 

住
み
つ
づ
け
た
い

  

悠
久
の
都 
長
岡
京
市
」を
目
指
し
て

地方交付税
15億3,000万円（5.9％）
　対前年度　12.3％

府支出金
17億9,030万円（6.9％）
　対前年度　6.1％

繰入金
7億6,893万円（2.9％）
　対前年度　8.2％

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算　
2
６
１
億
7
７
３
０
万
円（
前
年
度
比
３
％
減
）

＊
グ
ラ
フ
中（
）内
は
総
額
に
対
す
る
割
合



一般会計　歳入・歳出
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経費を行政サービスの目的ごとに分類

※その他の内訳
　議会費
　2億9,217万円（1.1％）
　　対前年度 9.4％→

　商工費
　2億6,332万円（1.0％）
　　対前年度 19.2％ →

農林水産業費
1億1,353万円（0.5％）
　対前年度 1.1％→

労働費
9,856万円（0.4％）
　対前年度 10.4％→

予備費
3,200万円（0.1％）
　対前年度 0.0％→

の
戦
略
目
標
と
し
て
「
定
住
促

進
」、「
交
流
の
拡
大
」、「
ま
ち
の

新
陳
代
謝
の
促
進
」
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、「
６
つ
の
柱
建
て
」

を
予
算
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
ま

ず
『
こ
ど
も
』
で
す
が
、
長
岡
京

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
始
め
ま
す
。
中

学
校
給
食
の
導
入
も
進
め
ま
す
。

『
く
ら
し
』
で
は
、
地
域
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

『
か
が
や
き
』
の
面
で
、
自
治
会

を
組
織
し
て
い
な
い
地
域
へ
の
働

き
か
け
、
中
央
公
民
館
と
西
山
公

園
体
育
館
の
空
調
な
ど
設
備
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

　
『
ま
ち
』
に
焦
点
を
当
て
、
市

庁
舎
の
更
新
整
備
、
阪
急
・
長
岡

天
神
駅
の
周
辺
整
備
計
画
、
空
き

家
の
利
活
用
も
大
切
で
す
。
農
業

体
験
交
流
の
新
事
業
を
行
い
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
新

た
に
専
任
職
員
を
置
き
ま
す
。『
み

ど
り
』
で
は
、
ご
み
減
量
、
西
国

街
道
整
備
を
重
視
し
ま
し
た
。『
け

い
え
い
』
と
し
て
、
情
報
発
信
、

市
の
魅
力
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
住
み

た
い　

住
み
つ
づ
け
た
い　

悠
久

の
都　

長
岡
京
」
と
い
う
将
来
都

市
像
に
向
け
た
予
算
執
行
は
、
成

果
を
重
視
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

ち
、
徹
底
し
た
対
話
の
も
と
、
き

め
細
や
か
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

＊表の△は、マイナスを表しています。

区　分 予算額
構成比

（対前年度比）

人件費 47億
8,750万円

18.3％ 
（△1.4％）

扶助費 65億
1,306万円

24.9％
（5.0％） 

公債費 22億
5,223万円

8.6％ 
（5.3％）

補助費等 35億
2,122万円

13.4％ 
（1.1％）

物件費 32億
9,311万円

12.6％
（2.9％）

維持補修費 1億
2,714万円

0.5％ 
（2.6％）

普通建設
事業費

18億
6,388万円

7.1％
（△42.1％）

繰出金 32億
9,531万円

12.6％ 
（1.9％）

積立金 3億
5,539万円

1.4％ 
（0.0％）

貸付金 1億
3,648万円

0.5％
（0.0％） 

その他 3,200万円 0.1％
（0.0％） 

歳出（目的別）

歳　出
261億
7,730万円

→

借金の返済に
公債費
22億5,223万円（8.6％）
　対前年度　5.3％

消防費
9億5,115万円（3.6％）
　対前年度　2.0％

→

→

福祉・保険・医療に
民生費
112億8,164万円（43.1％）
　対前年度　2.7％

→

※その他
7億9,958万円（3.1％）
　対前年度　0.1％

→

小中学校や生涯学習に
教育費
26億2,409万円（10.0％）
　対前年度　40.4％

の
増
収
、
市
税
全
体
で
は
６ 

億
７
３
５
万
円（
５
％
）の
増
収

▽
国
や
府
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
依

存
財
源
」
は
一
部
市
税
と
補
完

関
係
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
小

中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
が
完

了
し
、
市
債
が
減
少
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
12
億
９
２
２
２
万

円（
10
・
３
％
）の
減
収

歳
出

■ 

目
的
別（
円
グ
ラ
フ
）

▽
「
民
生
費
」
は
公
立
・
民
間
保

育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規

模
保
育
施
設
の
運
営
経
費
が
増

え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
額

▽
「
土
木
費
」
は
西
山
公
園
体
育
館

の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
増
額

▽
「
教
育
費
」
は
小
中
学
校
耐
震
化

事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
減
額

■ 

性
質
別（
左
表
）

▽
社
会
保
障
に
使
わ
れ
る
「
扶
助

費
」
は
保
育
所
運
営
の
経
費
や

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
が
増

え
た
こ
と
な
ど
か
ら
増
額

▽
「
公
債
費
」
は
臨
時
財
政
対
策

債
や
小
中
学
校
耐
震
化
の
地
方

債
の
償
還
な
ど
に
よ
り
増
加

▽
「
操
出
金
」
は
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
な
ど
へ
の
操
出
が
増

え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
額

■歳出 (性質別 )
　経費を人件費や物件費などの性質に
よって分類

行政運営に
総務費
32億6,052万円（12.5％）
　対前年度　5.5％ →

道路や公園などの整備に
土木費
28億8,678万円（11.0％）
　対前年度　17.8％→

健康診断やごみ処理などに
衛生費
21億2,131万円（8.1％）
　対前年度　0.7％ →

（
構
成
比 

51・８
%
）

義
務
的
経
費

（
構
成
比
26
・
５
%
）

消
費
的
経
費

（
構
成
比
７・１
%
）

投
資
的
経
費

（
構
成
比
14
・
６
%
）

そ
の
他
経
費

＊
グ
ラ
フ
や
表
の
金
額
は
、
単
位（
万
円
）未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

＊グラフ中（）内は総額に対する割合



産
み
育
て
る
環
境
の
整
備

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
、
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新
長
岡
京
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
を
開
始�

… 

１
４
４
万
円

⇨
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談
体

制
の
整
備

新
発
達
障
が
い
児（
者
）支
援
事
業
の
開

始�

… 

３
２
０
万
円

⇨
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
早
期
か
ら

切
れ
目
無
く
支
援
す
る
体
制
の
整
備

充
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
す
る
人
へ

の
助
成�

… 

１
８
９
２
万
円

就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実

　
待
機
児
童
を
解
消
し
、
子
育
て
し
な
が

ら
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
保
育
所
の
改
修
や
、
多
様
な
需
要
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

充
保
育
所
施
設
の
整
備

�
… 

１
億
３
６
５
２
万
円

⇨
保
育
所
増
改
築
に
よ
り
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る

学
校
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
が
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
学
び

な
が
ら
生
き
る
力
を
培
っ
て
い
く
た
め
、

学
習
環
境
の
充
実
や
中
学
校
給
食
の
導

入
、
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

充
学
校
給
食
の
実
施

⇨
小
学
校
給
食
の
継
続
実
施
と
、
中
学
校

給
食
導
入
の
推
進

�

… 

１
億
９
０
２
８
万
円

新
学
び
を
は
ぐ
く
む
土
台
づ
く
り
の
支

援�

…
１
１
４
５
万
円

⇨
学
力
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
り
学

力
向
上
を
め
ざ
す

新
小
中
一
貫
教
育
の
研
究�

…
11
万
円

充
中
学
校
施
設
安
全
・
快
適
整
備
事
業�

�

… 

１
億
９
２
８
０
万
円

⇨
長
岡
中
学
校
体
育
館
の
防
災
機
能
を
強

化
す
る
工
事
や
、
長
岡
第
四
中
学
校
体

育
館
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
な
ど

地
域
子
育
て
の
支
援

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
気
運

を
高
め
、
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

充
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
育
成

�

… 

２
億
９
１
４
９
万
円

⇨
子
ど
も
の
居
場
所
・
交
流
の
充
実
の
た

め
、
長
五
小
・
長
十
小
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
施
設
整
備
な
ど

保
健
・
医
療
の
充
実

　

限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
適
正
利
用
を
進

め
、市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

新
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン（
長
岡
京
市
版
）の

策
定�

… 

12
万
円

⇨
市
域
の
医
療
資
源
を
有
効
活
用
し
、
医
療

体
制
の
充
実
を
図
る

地
域
福
祉
・
生
活
の
安
定

　
地
域
で
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
活
動
と

連
携
し
、
市
民
の
安
心
と
生
活
の
安
定
に
努

め
ま
す
。

充
総
合
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営�

�

…
８
２
８
８
万
円

⇨
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
き
ず
な
と

安
心
の
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
を
開
始

社
会
保
障
の
充
実

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
な
ど
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
市
民
の
健
康

と
生
活
の
安
心
の
た
め
、
年
金
・
医
療
・
介

護
保
険
な
ど
の
制
度
を
適
正
に
運
用
し
ま
す
。

充
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

�

…
４
８
８
万
円

⇨
就
労
準
備
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
な
ど

� 未来へつながる予算

　広報長岡京 2016.4.25　-　4

新 �…新たに実施する事業�充 �…内容を拡充する事業

神足小学校敷地内に移転した開田保育所

柱
１ 

こ
ど
も

柱
２ 

く
ら
し

子
育
て
支
援
の
充
実
や
安
心
・
安
全
の
確
保



未来へつながる予算
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柱
３ 

か
が
や
き

柱
４ 

ま
ち

地
域
活
動
・
市
民
活
動
の
促
進

　
住
民
自
治
活
動
や
市
民
活
動
を
応
援
す
る

た
め
、
相
談
や
情
報
提
供
な
ど
、
支
援
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

新
自
治
会
未
組
織
地
域
に
お
け
る
住
民
自

治
活
動
の
支
援�

… 

４
万
円

⇨
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
検
討
や
、
住

民
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
活
動
に
対
す
る

財
政
的
支
援
に
よ
り
、
新
規
自
治
会
設
立

を
促
進

生
涯
学
習
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　
文
化
・
生
涯
学
習
活
動
を
拡
大
し
、
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
を
増
や
す
た
め
、
西
山

公
園
体
育
館
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

充
文
化
・
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り

�

… 

５
１
９
万
円

⇨
長
岡
京
音
楽
祭
を
継
承
・
発
展

充
西
山
公
園
体
育
館
の
維
持
管
理

�

… 

４
億
６
１
９
４
万
円

⇨
屋
根
な
ど
の
改
修
や
、
全
館
空
調
設
備
の

整
備

市
街
地
の
整
備

　
市
役
所
や
各
鉄
道
駅
を
中
心
と
し
た
エ

リ
ア
の
整
備
や
そ
の
検
討
、
空
き
家
活
用

の
検
討
な
ど
を
行
い
、
都
心
拠
点
の
充
実

と
市
街
地
の
魅
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

充
J
R
長
岡
京
駅
関
連
整
備

�

… 

１
億
９
６
０
１
万
円

⇨
J
R
長
岡
京
駅
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
取

り
替
え

新
市
庁
舎
の
建
て
替
え
と
周
辺
整
備

�
…
１
７
５
６
万
円

⇨
現
在
の
敷
地
と
開
田
保
育
所
跡
地
を
活

用
し
、
庁
舎
の
建
て
替
え
や
周
辺
整
備

を
進
め
る

新
空
き
家
対
策
の
推
進

�

…
１
０
２
６
万
円

⇨
空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備

道
路
・
交
通
の
整
備

　
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
、
道
路
の
整
備
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

充
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

�

… 

１
８
０
２
万
円

⇨
祝
日
運
行
の
実
施
や
、
バ
ス
停
の
設
置

産
業
の
振
興

　
創
業
支
援
や
観
光
戦
略
の
検
討
な
ど
に

よ
り
、
商
工
業
や
観
光
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
は
、
子
育
て

世
帯
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
拡
充
し
な
が
ら

消
費
を
喚
起
し
ま
す
。
農
業
は
、
農
業
を

知
る
き
っ
か
け
と
な
る
事
業
を
展
開
し
、

営
農
支
援
を
行
い
ま
す
。

新
創
業
支
援
事
業
の
開
始�

… 

81
万
円

⇨
創
業
の
た
め
に
活
動
す
る
人
を
支
援
す

る
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
よ
り
、
創
業
希
望
者
へ
の
支

援
体
制
を
整
備

充
観
光
誘
客
の
た
め
の
環
境
整
備

�
… 
１
億
１
１
５
万
円

⇨
道
の
駅
的
施
設
の
設
置
検
討
、
大
型
バ

ス
駐
車
場
の
整
備
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、W

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi

環
境
の
整
備

充
特
産
物
の
育
成�

… 

２
５
４
万
円

⇨
農
業
体
験
交
流
事
業
な
ど

防
災
・
安
全
の
向
上

　
防
災
設
備
の
整
備
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
雨
水
対
策
の
強
化

な
ど
に
よ
り
、
都
市
防
災
機
能
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

充
災
害
対
策
事
業
の
充
実

�

… 

２
億
３
４
９
６
万
円

⇨（
仮
称
）南
部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

新
防
災
情
報
伝
達
手
段
の
整
備

�

… 

７
７
６
万
円

⇨
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
導
入
、
各

小
中
学
校
・
公
立
保
育
所
に
緊
急
地
震

速
報
受
信
装
置
を
整
備

充
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充

実�

… 

５
９
４
万
円

⇨
災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
整
備 建て替えを予定している市役所庁舎

観
光
振
興
・
創
業
支
援
で
市
内
の
経
済
活
動
を
活
性
化

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を
促
進



借
金
と
預
金
は
？

■
市
債（
借
金
）

　
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
の
不
足
分
を
穴
埋
め
す

る
「
臨
時
財
政
対
策
債
」
が
４
割
以
上

を
占
め
、
そ
の
返
済
費
用
は
、
次
年
度

以
降
に
国
か
ら
全
額
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
財
政
調
整
基
金（
預
金
）

　
「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
大
幅
な
税

収
の
減
少
や
災
害
発
生
な
ど
思
わ
ぬ
支

出
の
増
加
に
備
え
た
積
み
立
て
で
す
。

出
来
る
限
り
取
り
崩
し
額
を
抑
え
る
な

ど
、
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

■市債（借金）残高の推移

236億5,173万円

252億3,605万円

265億65万円

285億9,237万円

288億541万円

24年度末

25年度末

26年度末

27年度末

28年度末
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25億9,801万円

28億5,464万円

28億6,250万円

28億7,101万円

25億1,922万円

■財政調整基金（預金）残高の推移

24年度末

25年度末

26年度末

27年度末

28年度末

＊市債、基金ともに数値は一般会計。平成27・28年度は見込み額です。

� 未来へつながる予算

環
境
と
の
共
生

　
市
民
・
企
業
な
ど
と
協
働
で
西
山
森
林

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
良
好
な
生
活

環
境
を
保
つ
た
め
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

充
西
山
に
お
け
る
森
林
整
備
の
推
進�

�

… 

１
２
８
３
万
円

⇨
西
山
の
森
林
機
能
の
維
持
回
復

循
環
型
の
社
会
づ
く
り

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
支
援
や
、
ご
み
の

減
量
、
適
正
処
理
に
よ
り
、
環
境
負
荷
の

軽
減
を
促
進
し
ま
す
。

充
省
エ
ネ
・
省
C
O
２
整
備
推
進�
�

… 

２
９
５
万
円

⇨
住
宅
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
開
始

充
一
般
廃
棄
物
な
ど
の
適
正
処
理
・

減
量
化
啓
発�
… 
７
億
６
９
５
万
円

⇨
ご
み
減
量
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

都
市
景
観
の
整
備

　
西
山
や
西
国
街
道
な
ど
長
岡
京
ら
し
い

景
観
を
保
つ
た
め
、
景
観
計
画
の
改
訂
に

向
け
た
検
討
や
、
み
ど
り
の
基
本
計
画
の

改
定
、
公
園
な
ど
の
維
持
・
整
備
な
ど
を

行
い
ま
す
。

新
西
国
街
道
の
整
備�

… 

４
６
０
０
万
円

⇨
歴
史
建
造
物
な
ど
と
調
和
す
る
石
畳
風

舗
装
の
整
備

魅
力
の
発
信

　
長
岡
京
市
の
魅
力
を
戦
略
的
に
発
信
し
、

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
交
流
人
口
の

増
加
を
目
指
し
ま
す
。

充
市
政
情
報
等
発
信
管
理
事
業
の
充
実�

�

… 

７
７
５
万
円

⇨
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
情
報
発
信

新
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
市
の
魅
力

発
信�

… 

７
万
円

⇨
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
促
進

柱
５ 

み
ど
り

柱
６ 

け
い
え
い

勝竜寺城公園とお玉ちゃん

美しい西山の森を守る整備活動
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歳　出

歳　入
94億7,642万円

歳　出

歳　入
64億6,320万円

国
民
健
康
保
険
事
業
の
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
の
特
別
会
計

問
国
民
健
康
保
険
課 

国
保
係
　
☎
9
5
5
・
9
5
1
1
　
FAX
9
5
1
・
1
9
2
9

問
高
齢
介
護
課 

介
護
保
険
係
　
☎
9
5
5
・
2
0
5
9
　
FAX
9
5
1
・
5
4
1
0

　
前
年
度
と
比
べ
て
1
億
1
4
7
8
万
円

（
1
・
2
%
）増
加
し
ま
し
た
。
後
期
高
齢

者
医
療
や
介
護
保
険
等
の
社
会
保
障
制
度

を
支
え
る
た
め
の
経
費
が
、
や
や
減
少
す

る
一
方
で
、
医
療
給
付
や
府
内
の
市
町
村

間
で
医
療
費
の
負
担
を
分
け
合
う
共
同
事

業
の
額
は
、
や
や
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
主
な
財
源
は
、
加
入
者

が
納
め
る
保
険
料
や
、
国
・
府
か
ら
の
支
出

金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
す
。

　
高
齢
化
の
進
行
や
加
入
者
の
所
得
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
収
入
の
確
保
が

難
し
く
な
る
一
方
、
歳
出
は
年
々
増
加
傾

向
で
す
。
増
加
す
る
歳
出
を
賄
う
た
め
に

は
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
加
入
者
の
負
担
増
を
で
き
る
限
り

抑
え
る
た
め
に
、
今
年
度
は
一
般
会
計
や

財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

国民健康保険料
16億9,575万円

（17.9％）

共同事業交付金
19億1,786万円（20.2％）

その他
2億6,938万円

（2.8％） 

支払基金交付金
17億599万円

（26.4%）

総務費
1億2,706万円

（2.0%）

その他
5,732万円

（0.9%）

　

前
年
度
と
比
べ
て
３
億
９
４
１
４
万
円

（
７・５
%
）増
加
し
ま
し
た
。
予
算
は
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
「
長
岡

京
市
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
い
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
25
・
７
％
（
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
）で
、
昨
年
度
と
比
べ

て
０・６
％
増
加
し
、
年
々
上
昇
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
数
も

約
６
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す（
平
成

28
年
２
月
末
比
）。

　
歳
出
の
う
ち
、
保
険
給
付
費
は
要
介
護

認
定
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
６・２
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

24年度
25年度
26年度
27年度
28年度

49億5,724万円
51億3,873万円
55億    886万円 
60億 6,906万円 
64億 6,320万円 7.5％ ⇨

81億6,134万円 
83億9,747万円 
83億7,680万円 
93億6,165万円 
94億7,642万円　1.2％ ⇨

24年度
25年度
26年度
27年度
28年度

共同事業拠出金
18億9,433万円

（20.0％）

保険給付費
60億4,493万円

（93.5%）

一
般
会
計
の
他
に
は
？

　
こ
こ
か
ら
は
、
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
し
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
の
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
公
営
企
業
の
会
計
で
す
。

■予算の推移

■予算の推移

保険給付費
60億6,923万円

（64.0％）

その他
1,346万円

（0.1％）

一般会計・
基金繰入金
8億395万円

（8.5％）

一般会計繰入金
9億3,626万円

（14.5%）

府支出金
8億9,593万円（13.9%）

介護保険料
15億7,401万円

（24.3%）

その他
783万円
（0.1%）

国庫支出金
13億4,318万円（20.8%）

地域支援事業費
2億3,389万円

（3.6%）

前期高齢者交付金
29億1,119万円（30.7％）

療養給付費等交付金
1億8,516万円（2.0％）
国庫・府支出金
19億4,905万円（20.6％）

介護納付金
3億841万円（3.3％）

後期高齢者支援金等
9億3,507万円（9.9％）
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岡
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公
共
下
水
道
事
業
の
特
別
会
計

歳　入
30億8,579万円
歳　出

その他
714万円
（0.2％）

問
上
下
水
道
部 

下
水
道
課 

総
務
係　

☎
9
5
5
・
9
7
1
4　

FAX
9
5
３
・
３
５
０
５

下水道使用料
13億910万円
（42.4％）

一般会計繰入金
8億8,500万円
（28.7％） 市債

8億3,700万円
（27.1％）

一般管理費ほか
9億2,075万円
（29.8％）

汚水築造費
8,761万円
（2.9％）

公債費
19億6,331万円
（63.6％）

雨水築造費
1億1,412万円（3.7％）

水
道
事
業
会
計

32億3,997万円
30億1,676万円
29億4,889万円
31億4,329万円
30億8,579万円　1.8％⇨

24年度
25年度
26年度
27年度
28年度

問
上
下
水
道
部 

総
務
課 
水
道
係　

☎
9
5
5
・
9
5
3
8　

FAX
9
5
1
・
2
2
0
0

収益的収入

水道料金 18億6,927万円
受託工事収益 １億662万円
一般会計補助金 5,586万円
長期前受金戻入 １億6,677万円
特別利益 ３万円
下水道徴収受託料ほか 8,489万円
計 22億8,344万円

収益的支出

府営水道受水費 ７億8,508万円
減価償却費 ４億7,367万円
人件費 １億9,979万円
受託工事費 9,929万円
修繕費 1億2,548万円
特別損失 250万円
動力費ほか ４億9,769万円
計 21億8,350万円

当年度純利益 9,994万円

■収益的収支（税込み）
　
水
道
事
業
は
公
営
企
業
と
し
て
、
市
の

一
般
会
計
や
特
別
会
計
と
は
別
に
、
料
金

収
入
な
ど
を
も
と
に
独
立
採
算
制
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
そ
の
年
の
経
営
活

動
を
明
ら
か
に
す
る
「
収
益
的
収
支
」
と
、

投
資
的
経
費
と
し
て
水
道
施
設
を
整
備
・

更
新
す
る
た
め
の
「
資
本
的
収
支
」
が
あ

り
ま
す
。

■
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
水
供
給

　
本
市
の
水
道
事
業
の
将
来
像
を
示
し
た

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
実
現
に
向
け
て
、
平
成

27
年
度
～
31
年
度
ま
で
の
5
カ
年
を
計
画

期
間
と
す
る
「
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画

後
期
計
画
」
を
も
と
に
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

　
主
な
事
業
は
、
よ
り
効
率
的
で
安
定
し

た
水
運
用
を
図
る
た
め
、
北
受
水
池
築
造

第
２
期
工
事
を
行
い
、
受
水
池
を
増
設
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
基
幹
管
路
の
耐
震
化
や

鉛
製
給
水
管
の
取
り
替
え
、
老
朽
化
し
た

配
水
管
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
た
め

に
、
よ
り
安
全
な
処
理
を
行
う
浄
水
施
設

を
設
置
す
る
工
事
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

資本的収入

企業債 ２億1,000万円
加入金・分担金 6,123万円
負担金 250万円
固定資産売却代 ３万円
計 ２億7,376万円

資本的支出
建設改良費 ５億4,498万円
企業債償還金 ２億2,199万円
計 ７億6,697万円

■資本的収支（税込み）

　

前
年
度
と
比
べ
て
約
５
７
５
０
万
円

（
１・８
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出

で
は
、
建
設
費
な
ど
の
借
入
金
返
済（
公
債

費
）が
特
に
大
き
く
、
全
体
の
約
64
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
元
利
償
還
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
お
り
、
数
年
後
か
ら
ゆ
る
や

か
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
本
市
の
下

水
道
事
業
は
、
建
設
中
心
の
経
営
か
ら
老

朽
化
対
策
な
ど
の
維
持
管
理
経
営
へ
と
転

換
し
て
お
り
、
汚
水
事
業
・
雨
水
事
業
と

も
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
計
画
的
に

改
築
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

維
持
管
理
経
営
を
よ
り
安
定
化
さ
せ
る
た

め
、
企
業
会
計
方
式
の
導
入
準
備
に
着
手

し
て
お
り
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
事
業
内
容

　
汚
水
事
業
で
は
、「
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
く
改
築
更
新
を
進
め
る
と
共
に
、
新

た
な
計
画
策
定
の
た
め
の
施
設
調
査
を
し

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

中
央
公
民
館
に
、
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。
雨
水
事
業
で
は
、

京
都
府
事
業
の
「
い
ろ
は
呑ど

ん
り
ゅ
う龍
ト
ン
ネ
ル

南
幹
線
」
に
関
連
す
る
計
画
策
定
と
、
犬

川
排
水
区
の
流
量
保
持
に
関
連
す
る
調
査

を
し
ま
す
。
水
循
環
再
生
プ
ラ
ン
事
業
で

は
、
浸
水
被
害
の
軽
減
、
地
下
水
の
涵
養

お
よ
び
既
設
の
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
排
水
用
水
を
兼
ね
た
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
を
、
第
九
小
学
校
と
第
四
中
学
校
へ

設
置
す
る
た
め
の
設
計
を
し
ま
す
。

■予算の推移

国庫・府支出金
4,755万円
（1.6％）
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古
紙

パ
ル

プ
配

合
の

再
生

紙
を

使
用


